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「
次
期
診
療
報
酬
の
動
向
と
問
題
点
」

日
時　

２
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

茨
木
市
市
民
会
館　

第
３
会
議
室
（
阪
急
・
Ｊ
Ｒ

「
茨
木
」
駅
か
ら
徒
歩
10
分
）

講
師　

協
会
社
保
研
究
部
・
政
策
部
講
師
団　

定
員　

30
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

三
島
地
区
総
会
・
記
念
講
演

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
臨
床

根
管
解
剖
と
歯
内
療
法
の
基

本
と
な
る
感
染
の
話
を
中
心

に
、
抜
髄
の
理
論
と
手
技
に

つ
い
て
解
説
致
し
ま
す
。

　

歯
の
解
剖
は
歯
科
医
師
な

ら
誰
で
も
学
生
時
代
に
学
ぶ

科
目
で
す
が
、
対
象
を
歯
内

療
法
に
絞
っ
て
解
説
し
た
解

剖
に
関
す
る
ま
と
め
は
案
外

見
か
け
ま
せ
ん
。
歯
学
部
学

生
の
歯
内
療
法
の
講
義
に
お

い
て
も
、
根
管
解
剖
に
つ
い

て
の
説
明
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
な
い
た
め
、
根
管
に
対
し

て
は
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
る
だ
け
の
方
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
多
様
な

形
態
を
示
す
根
管
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
知
ら
ず
に
確
実

な
歯
内
療
法
を
行
う
こ
と
は

不
可
能
で
す
。
根
管
の
イ
メ

ー
ジ
を
確
か
な
も
の
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
目
で

「
食
医
の
ス
ス
メ　

日
常
臨
床
に
役
立
つ
摂
食
・
嚥
下

障
害
の
診
断
と
治
療
」 

日
時　

１
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

野
原
幹
司
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
附
属
病
院 

顎
口

腔
機
能
治
療
部
助
教
）　
　

 

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、 

未
入
会
者
１
万
円

※
生
涯
研
修
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

１
月
度
生
涯
研
修

「
診
療
報
酬
改
定
と
個
別
指
導
の
最
新
情
報
」

日
時　

２
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時

会
場　

枚
方
市
市
民
会
館
（
京
阪
「
枚
方
」
駅
か
ら
徒
歩
３

分
）

講
師　

協
会
社
保
研
究
部
・
政
策
部
講
師
団 

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

北
河
内
地
区
セ
ミ
ナ
ー

絵　藤田　進氏 （河内長野市）

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

２月生涯研抄録

「
新
規
開
業
医
講
習
会
」 

日
時　

２
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

経
税
部
・
社
保
研
究
部
講
師
団 

会
費　

会
員
無
料

１
部
：
患
者
増
へ
の
経
営
を
探
る
。
①
初
年
度
の
申
告
の
注

意
点
②
人
生
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
③
決
算
書
か
ら
見
る
新

規
開
業
の
経
営

２
部
：
新
規
個
別
指
導
対
策
。
厚
労
省
の
指
導
強
化
方
針
か

ら
最
近
の
特
長
な
ど

※
持
参
物
は
、『
経
営
展
望
』『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た

指
導
テ
キ
ス
ト
』

「
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時　

２
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

福
池
久
恵
氏
（
臨
床
・
学
術
学
会
部
員
）

会
費　

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円　

定
員 

30
人（
先
着
順
）

※ 

開
催
要
項
、
会
場
案
内
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

た
平
成
17
年
に
愛
知
万
博
へ

行
く
の
に
久
し
振
り
に
新
幹

線
に
乗
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

は
す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
で
、
大
興
奮
だ
っ
た
。

今
は
な
か
な
か
乗
る
こ
と
は

な
い
け
れ
ど
マ
ナ
ー
を
教
え

た
り
、
路
線
図
を
見
た
り
と

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
良

い
学
習
の
場
と
な
る
。
車
だ

け
で
は
な
く
、
た
ま
に
は
電

車
も
良
い
も
の
だ
と
つ
く
づ

く
思
う
。

た
食
堂
車
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に

連
れ
て
行
か
れ
て
ビ
ー
フ
カ

レ
ー
を
食
べ
た
記
憶
が
残
っ

て
い
る
。
高
速
で
流
れ
る
東

海
道
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら

の
食
事
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以
前

の
乳
幼
児
期
の
頃
か
ら
見
て

い
た
絵
本
や
図
鑑
な
ど
に
は

必
ず
新
幹
線
が
出
て
お
り
、

物
心
つ
い
た
頃
か
ら
新
幹
線

が
す
ご
い
も
の
で
あ
る
と
思

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
学
生
時
代
に
新

幹
線
に
乗
っ
た
の
は
高
校
の

修
学
旅
行
の
時
だ
け
で
あ
っ

た
。
大
学
に
入
り
車
の
免
許

を
取
っ
て
か
ら
は
、
電
車
自

体
に
も
ほ
と
ん
ど
乗
ら
な
く

な
っ
た
。
卒
業
後
に
結
婚

し
、
子
ど
も
も
大
き
く
な
っ

た
時
の
も
の
で
あ
る
。
今
で

は
も
う
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

５
歳
頃
だ
ろ
う
か
。
父
の
社

員
旅
行
で
熱
海
温
泉
へ
行
っ

っ
て
い
た
と
思
う
。
私
の
初

め
て
の
新
幹
線
の
思
い
出
は

で
運
ん
で
く
れ
る
。
ま
た
嬉

し
い
こ
と
に
グ
リ
ー
ン
車
の

全
席
、
普
通
車
の
窓
側
に
コ

ン
セ
ン
ト
が
つ
い
て
お
り
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯

ゲ
ー
ム
機
好
き
の
私
に
は
と

て
も
重
宝
す
る
。
さ
す
が
、

電
車
だ
け
に
電
気
に
は
困
ら

な
い
み
た
い
だ
。

　

さ
て
、
新
幹
線
と
い
え
ば

１
９
６
４
年
に
夢
の
超
特
急

「
ひ
か
り
」
と
し
て
誕
生
し

た
。
当
初
は
確
か
新
大
阪―

東
京
間
を
４
時
間
近
く
か
か

　

平
成
19
年
11
月
３
日
、
新

大
阪
発
の
「
の
ぞ
み
１
０
０

号
」
に
乗
っ
て
い
る
。
こ
の

車
両
は
次
世
代
新
幹
線
と
い

わ
れ
、
平
成
19
年
７
月
１
日

よ
り
営
業
運
転
を
行
っ
て
い

る
Ｎ
７
０
０
系
で
あ
る
。
こ

の
話
題
の
列
車
に
乗
る
チ
ャ

ン
ス
は
７
月
に
も
あ
っ
た
の

だ
が
、
台
風
の
た
め
に
運
休

と
な
り
涙
を
の
ん
だ
の
で
あ

っ
た
。
最
高
時
速
２
７
０
㎞

／
ｈ
の
乗
り
心
地
は
良
く
、

東
京
ま
で
最
短
２
時
間
25
分 229

　

生
駒
勇
人
先
生
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
２

月
15
日
付
は
生
駒
先
生
の
ご

推
薦
で
小
谷
尚
久
先
生
（
東

住
吉
区
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

新幹線への想い
生駒勇人 （阿倍野区）

　

歯
内
療
法
に
お
い
て
、
抜

髄
根
管
と
感
染
根
管
の
成
功

率
に
は
差
が
あ
り
、
感
染
根

管
に
お
い
て
は
成
功
率
が
明

ら
か
に
低
下
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
感
染
根
管

の
多
く
は
も
と
も
と
抜
髄
根

管
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、

根
管
が
感
染
す
る
と
治
療
が

難
し
く
な
る
こ
と
が
こ
の
差

か
ら
読
み
取
れ
、
さ
ら
に
日

常
臨
床
で
は
感
染
根
管
に
比

べ
る
と
処
置
回
数
が
少
な
い

と
感
じ
ら
れ
る
抜
髄
が
実
は

感
染
根
管
の
始
ま
り
に
な
っ

て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
根
管
に
器

具
を
初
め
て
入
れ
て
抜
髄
を

行
う
術
者
の
責
任
は
非
常
に

重
大
で
す
。
し
か
し
逆
に
考

え
れ
ば
、
抜
髄
を
長
期
に
わ

た
っ
て
成
功
さ
せ
れ
ば
感
染

根
管
の
数
も
い
つ
か
は
減
少

す
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
抜
髄
を
成
功

見
え
な
い
部
位
を
治
療
対
象

と
す
る
歯
内
療
法
へ
の
自
信

が
つ
き
ま
す
。

　

一
方
、
歯
内
療
法
に
お
い

て
は
根
管
の
拡
大
・
形
成
法

や
充
填
法
が
注
目
を
集
め
ま

す
が
、
本
来
の
歯
内
療
法
の

目
的
は
、
根
管
内
を
無
菌
化

し
て
歯
周
組
織
に
対
し
て
無

害
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
歯
内
療

法
で
は
必
須
と
さ
れ
て
い
る

ラ
バ
ー
ダ
ム
防
湿
を
し
て
い

て
も
、
日
頃
の
臨
床
に
お
い

て
術
者
の
気
が
付
か
な
い
間

に
根
管
が
感
染
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
、
こ
れ
が
抜
髄

の
失
敗
に
結
び
つ
き
ま
す
。

　

今
回
は
様
々
な
感
染
の
可

能
性
に
つ
い
て
解
説
を
行

い
、
そ
の
対
処
法
を
検
討
致

し
ま
す
。
先
生
方
の
明
日
か

ら
の
臨
床
に
役
立
つ
お
話
し

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

協
会
の
三
島
地
区
は
講
習

会
「
経
営
ス
タ
イ
ル
選
択
と

ト
ラ
ブ
ル
対
策
」
を
12
月
15

日
、
高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
い
た
。
講
師
の

佐
飛
淳
一
税
理
士
（
協
会
税

理
士
団
）
は
、「
歯
科
医
院

の
経
営
展
望
」
を
テ
キ
ス
ト

に
し
て
、
経
営
を
考
え
る
上

で
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し

た
。
歯
科
医
師
ら
14
人
が
参

加
し
た
。

　

佐
飛
氏
は
、
①
患
者
が
歯

科
医
院
を
選
ぶ
時
代
に
変
わ

っ
て
き
た
こ
と
②
格
差
社
会

の
も
と
で
、
患
者
に
な
り
た

く
て
も
な
れ
な
い
人
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
③
全
歯
科
医

院
の
４
分
の
１
が
収
入
１
～

２
千
万
円
台―
―

と
い
っ
た

状
況
を
あ
げ
、
こ
の
よ
う
な

新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
歯
科

医
院
の
経
営
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
経

れ
く
ら
い
の
資
産
が
必
要
に

な
る
か
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
つ
か
み
目
標
を
決
め
る
必

要
が
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

「
歯
科
医
院
に
展
望
は
あ

る
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
健

康
を
求
め
る
国
民
の
思
い
や

保
険
治
療
を
拡
大
・
充
実
さ

せ
て
い
く
制
度
改
善
運
動
が

展
望
に
繋
が
る
と
し
て
、
協

会
の
活
動
に
ぜ
ひ
と
も
力
を

貸
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、「
経
営
」
と
は
も

と
も
と
仏
教
用
語
で
「
自
分

の
人
生
を
ど
う
営
ん
で
い
く

か
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

厳
し
い
時
代
で
は
あ
る
が
先

生
自
身
の
「
経
営
＝
生
き

方
」
を
見
つ
け
て
欲
し
い
と

締
め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
他
所
で

受
け
た
金
儲
け
だ
け
を
教
え

る
セ
ミ
ナ
ー
と
は
異
な
り
と

て
も
分
か
り
や
す
く
た
め
に

な
っ
た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
た
歯
周

病
治
療
の
流
れ
に「
Ｓ
Ｐ
Ｔ
」

が
創
設
さ
れ
る
。
ま
た
、
歯

科
疾
患
の
総
合
的
管
理
で
は

「
口
腔
を
一
単
位
」
と
し
て

管
理
す
る
た
め
、
医
学
管
理

か
ら
口
衛
指
や
Ｐ
管
理
が
廃

止
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

１
月
16
日
か
ら
厚
生
労
働

省
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
始
め
る
の
で
、
診
療
報
酬

を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
、

ぜ
ひ
と
も
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
参
加
者
に
呼
び
掛
け

た
。

　

指
導
・
監
査
で
は
、
経
済

財
政
諮
問
会
議
の
資
料
で
、

現
状
の
３
倍
化
と
な
る
年
８

千
件
の
個
別
指
導
が
提
示
さ

れ
て
お
り
、
社
会
保
険
庁
改

革
で
ま
す
ま
す
個
別
指
導
を

強
化
し
て
い
く
傾
向
が
あ

り
、
東
京
で
は
自
殺
事
件
ま

で
起
き
て
い
る
。

　

次
期
診
療
報
酬
の
動
向
で

は
、
新
し
い
歯
周
病
の
ガ
イ

　

北
大
阪
地
区
は
講
習
会

「
次
期
診
療
報
酬
改
定
の
動

向
と
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
を
12

月
22
日
、
吹
田
市
民
会
館
で

開
い
た
。
次
期
診
療
報
酬
を

め
ぐ
り
、
改
定
率
が
本
体
部

分
０
・
38
％
プ
ラ
ス
と
決
ま

っ
た
中
で
、
い
ま
出
て
き
て

い
る
内
容
を
小
澤
力
政
策
部

長
な
ら
び
に
吉
田
裕
志
社
保

研
究
部
長
が
解
説
し
た
。

営
状
態
を
把
握
し
て
、
薬
品

・
材
料
・
技
工
料
な
ど
の
経

費
を
踏
ま
え
て
、
可
処
分
所

得
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
分

析
す
る
。
ま
た
、
何
歳
の
時

に
ど
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
（
子

ど
も
の
受
験
・
結
婚
、
医
院

の
改
装
な
ど
）
が
あ
り
、
ど

歯
内
療
法
成
功
の
鍵

三島地区

木
ノ
本　

喜
史（
吹
田
市
開
業
）

―

特
に
抜
髄
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に―

経
営
状
態
分
析
し
目
標
設
定

「
経
営
展
望
」で
講
習
会

北大阪地区

歯
周
治
療
に「
Ｓ
Ｐ
Ｔ
」

改
定
情
報
を
解
説

「
歯
内
療
法
成
功
の
鍵―

特
に
抜
髄
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に―

」

日
時　

２
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

木
ノ
本
喜
史
氏
（
吹
田
市
開
業
）　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
生
涯
研
修
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

２
月
度
生
涯
研
修


